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研究成果の概要（和文）：本研究は、個人に内在するデザイン関与、デザイン知識、デザイン感性を合わせてデ
ザイン・ポテンシャルと称して尺度開発を行い、オランダ、中国、バングラデシュ、日本の4か国での国際比較
による各国の独自性や共通性を抽出することで、市場参入の際に必要な知見導出を目指した。オランダ、日本、
インド等でのデザイン・ポテンシャル尺度の検証調査を実施した結果、デザイン・ポテンシャルに関しては、デ
ザイン先進国のオランダにおいて、日本やインドと有意な差を示す結果となり、ポテンシャルの違いを測る尺度
としても、有効なものであることがわかった。さらに製品カテゴリー内のデザインの類似性によって傾向が変わ
る可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：This research defined that design potential consisted of design 
participation, design knowledge, and design sensitivity. In addition, we conducted international 
comparison investigation by Netherlands, China, Bangladesh and Japan. By extracting the originality 
and similarity of each country, we aimed at knowledge derivation required in the case of market 
entry. In the process of investigation, a Japanese aesthetic sense and the actual condition of 
culture appeared. We investigated using a physiology index in order to grasp the actual condition. 
However, they were not able to clarify the difference in a design impression. 
Finally we verified the design potential measure in the Netherlands, Japan, and India. As a result, 
the Netherlands of design advanced nations differed from Japan or India significantly. It turned out
 that this is effective as a measure of potential difference. 

研究分野： 消費者行動論

キーワード： デザイン・ポテンシャル　国際比較　デザイン嗜好　美意識　尺度開発　文化特性
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1)高品質の日本製品がなぜ海外で苦戦する
のか？ 一般的に実利主義といわれる欧州
の消費者は展示品であっても、包装が簡易で
あっても必要ならば購入するが、日本人は少
しの汚れや傷を見逃さず，包装は厳重かつ美
しくなくては満足しない。海外から日本製品
が過剰品質と揶揄される所以は消費者のこ
のような特性によるところが大きい。そのた
め日本人の嗜好やニーズに合わせた製品を
そのまま海外へ持っていっても、中国や
NIEs 諸国のローコスト製品に太刀打ちでき
なくなっている。つまり必要以上の機能や品
質は求められていない状況にあり、日本企業
が進むべき道はコストダウンかデザインに
よる差別化ということになる。このような場
合、多くの企業がコストダウンから着手する
傾向にあったが、Roy and Riedel（1997）は
製品デザインへの投資がパフォーマンスに
プラスの影響があることを示し、多くの企業
でもデザインへの取り組みが活発化してき
た。  

(2)そもそもデザインが世の中で注目を集め
るようになったのは、Ｔ型フォードが全米の
自動車業界を席巻した後に、ゼネラル・モー
ターズがモデルチェンジと派手なスタイリ
ングで、フォードのシェアを奪った時点にさ
かのぼる。昨今ではカラーやサイズのバリエ
ーションに加え、他領域のデザイナーを起用
したブランド・コラボレーションなどデザイ
ンに関係する様々な施策が展開されており、
デザインが消費者の選択や購買に果たす役
割は大きくなってきている。しかし価格や性
能とは異なり、デザインの評価は主観的判断
がメインとなるため、その効力を定量的にど
う捉えるかが大きな壁となり、デザインが製
品選択や購買にどう結び付くのかといった
マーケティング領域での研究は少なかった
(延岡 2004、Beverland 2005、，Veryzer 2005)。
また、消費者のデザイン嗜好に関する研究を
例にとると、デザイン属性が色と形のみに限
定され、属性間の組み合わせにまで言及して
いるものがほとんどないなど、実務的貢献に
課題が残されてきた。 

 

２．研究の目的 

(1)デザイン嗜好の要因は文化や地理的な環
境だけで説明することが難しく、個人内要因
にも目を向ける必要があると思われる。そこ
で本研究では，人が物を選択や購買する際に
重要な要因となる色や形、テクスチャーなど
のデザインには、個人に内在しているデザイ
ンへの意識や解釈の資質などの、いわばデザ
インに向き合う準備状態が影響しているの
ではないかと仮定した。これをデザイン・ポ
テンシャル（Design potential）と命名し、
その実態を把握することと、今後のグローバ
ル戦略に即した製品開発のあり方を考察す
ることを研究の目的とした。 

(2)具体的には，①デザイン・ポテンシャルを

構成する諸概念の整理とその尺度開発、②国
際比較による独自性や共通性の抽出等を通
して、従来の国際マーケティングの枠組みか
ら進化・発展させた実践的展望を見出してい
くことなどである。 

 

３．研究の方法 

デザイン・ポテンシャルを構成する諸概念の
整理と尺度開発 

(1)デザイン・ポテンシャルの構成概念とする
デザイン関与やデザイン知識は、マーケティ
ングの領域で研究されてきたブランド知識
や関与概念をデザインに置き換えて発展拡
張させたものとし、これにデザイン感性を複
合した形で尺度を開発した。 

(2)この際に参考としたのが、デザイン評価モ
デル研究で使用した変数である（雑誌論文⑨、
図１）。例えばデザインイメージ変数に関し
ては、先行論文とキーグラフから「スタイリ
ッシュ」、「おしゃれな」、「上品な」、「知的な」、
「やさしい」、「さわやかな」などのテイスト
の可視化を行っており、物理特性変数では、
「デザインのモチーフ」(赤沢 1969）からデ
ザイン構成と美の表現要素、「形は語る」（D・
A・ドンディス 1978）から視的コミュニケー
ション技法等を参考に「バランス－アンバラ
ンス」、「対称－非対称」、「規則－不規則」、「簡
潔－複雑」、「統一－分離」、「控えめ－誇張」、
「繊細－大胆」、「平坦－奥行」、「単独－並列」
を設定した。そしてこれらの変数をもとにデ
ザイン知識とデザイン感性の変数を再構成
した。 

 
国際比較による独自性や共通性の抽出 
(3)デザイン・ポテンシャルやデザイン属性
に関する国際比較を行い，各国の独自性や共
通性を抽出することで、市場参入の際に必要
な知見導出を目指した。 
(4)はじめに本研究課題へつなげるための仮
説導出、海外調査等を行った。具体的には消
費者が嗜好するデザインの要素抽出として、
製品カテゴリー別の色イメージを文化的特
性との関連から考察した。続いて文献調査を
受け、アジアや欧州でのヒアリングやアンケ
ート調査により、ポテンシャルの尺度を規定
するシンメトリーや黄金律といったデザイ
ン技術が消費者にどこまで認識されている
のかを検討した。調査対象とした国は、中国
（東アジア圏）、バングラディシュ(南アジア

図 1 デザインの評価モデル 



圏)を選定した。特にバングラデシュは、近
年多くの日本企業が進出しており、親日とし
ても有名である。また、欧州の対象国は、鎖
国時でも交流があり、多くの影響を与え合っ
たといわれるオランダとした。いずれも日本
との関連が深い国であり、共通特性や独自性
を探る上で興味深い結果が得られると判断
した。オランダは現地の研究協力者とともに
ここ数年調査を続けてきており、これまでの
データとの関連からも新しい知見の導出が
期待された。 
(5)その後、4カ国でのデータ分析を行い、ポ
テンシャルを構成する「デザイン認識」とし
て、いくつかの構成変数を抽出した。 
 
補足調査 
(6)人がデザインの審美性を感じる際は、情
動反応、脳幹反射、辺縁系の反応、自律神経
の亢進といった様々な生理反応が伴うこと
についても検討した。「美しい」と思える状
況は「ドキッとする」などの感情が湧き出る
ものと、多くの人が認める審美性を受け入れ
る認知的なものがある。個人の感情に即して
いるのは前者の方であるが、態度や購買の段
階で後者を優先する場合がある。他者意見に
左右されない個人が思う審美性とデザイン
の関係を検討するためには、従来の言語的ま
たは主観的な調査方法だけでは難しい。そこ
で呼吸統制などの負荷を与えずに自律神経
活動を定量的評価するために、トーン・エン
トロピー法を用いて、自律神経全体の活動レ
ベルと交感神経・副交感神経の活動程度の 2
つの観点からも評価することとした。 
 
４．研究成果 
(1)本調査を通して、例えば「日本には左右
のバランスを崩したアシンメトリーな建築
物や芸術作品が多く見受けられる」「欧州の
人々は左右対称のシンメトリー志向が強く、
数々の芸術作品がそれを物語っている」など
といった、これまでまことしやかに囁かれて
きた仮説は一部証明されたといえる（図２）。
また、色志向のバングラデシュに対して、他
の 3か国は形志向であることも興味深い点と
いえる。 
(2)当初の目的通り、色や形、対称性、比率
（黄金比等）などのデザイン認知に関する調
査をもとに、デザイン・ポテンシャルの尺度
開発を行った。いくつかのプレ調査の過程で
対称性と比率には相関があり、モノの物理的
捉え方が国により異なることが示された。加
えてそれぞれの属性がデザイン全体の嗜好
にどのような影響を与えるのか、また文化的
背景によりどう異なるのかを検討した。その
結果、他の調査対象国（オランダ、バングラ
デシュ、中国等）に比べ、日本は特筆すべき
特徴を有していることがわかった。その独自
性はアシンメトリーや白銀比志向に表れて
おり、理由として「侘び寂び」、その後に登
場した「綺麗さび」といった概念が、日本人

の美意識の礎を築いてきたことが考えられ
る。 
(3)そこで日本人の美意識や文化の実態をも
う少し把握するため追加調査を行うことと
した。具体的にはデザインの審美性を有する
茶碗の印象評価を行わせているときの活動
を評価するもので、トーンはやや低下し、エ
ントロピーはやや上昇したものの、対照実験
課題と比較すると、その変化の程度は低い値
であり、茶碗の種類によっても違いはみられ
なかった。 
(4)以上の結果より、茶碗画像の観察により
心臓自律神経の活動には変化がみられるが、
その変化の程度は低く、生理学指標を用いた
検出は現時点では困難であった。さらにデザ
イン関連の評価や測定をより精緻化するた
め、パッケージデザインの評価に対しても、
脳波事象関連電位と心拍数の 2つの生理指標
を用いて生体信号の可能性を検討した。残念
ながらこの実験も明確な違いを見出すまで
には至らなかった。今後は呼吸統制がなく、
かつ非拘束型での生体信号計測に基づく生
理的変化の評価法の開発が求められる。 
(5)最後に、デザイン・ポテンシャル尺度検
証のため、オランダ、日本、インド等での追
加調査等を行った。その結果、デザイン・ポ
テンシャルに関しては、デザイン先進国のオ
ランダにおいて、日本やインドと有意な差を
示す結果となり、ポテンシャルの違いを測る
尺度としても、有効なものであることがわか
った。さらに興味深い点は調査対象のプロダ
クトによって予想と全く異なる傾向が示さ

図２ デザイン技術の 4 か国比較 



れたことである。例えばデザインのバリエー
ションが豊富なキッチン用品や車の場合は
総体的にデザイン・ポテンシャルが上昇し、
スマートフォンや陶器などの類似製品の多
いデザインを取り上げるとポテンシャルは
低下するなど、デザインの類似性によって、
変わる可能性があることが示されたことで
ある。今後はデザインの類似性を考慮した研
究も必要と思われる。 
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